
専修 4年 情報処理 休業中課題 ｐ５８～ 

情報モラル 

1⃣情報モラル 

 情報通信ネットワークでは、不特定多数の人たちと情報交流を行う。 

              

 直接人と接するとき以上にマナーとエチケットに気を配らないと思わぬトラブルに巻き込まれる可

能性がある。              下の（ ）に適語を入れてください。 

   情報社会に適切に参加するための基本的な考え方を（         ）という 

2⃣ネチケット 

 ネットワークとエチケットを組み合わせた造語をネチケットという。 

 ネチケットは、法律で厳密に規定されているものではないが、すべてのネットワーク利用者が気持

ちよく利用するための道徳やモラルである。 

Web サイトでの情報発信や電子掲示板、電子メール等は、使い方を誤ると大変危険である。 

他人を深く傷つけること⇒名誉棄損      下の（ ）に適語を入れてください。 

株価などの変動を目的に虚偽の情報などを流すこと⇒（        ） 

暴行や脅迫などの威力を用いて、人の業務を妨害すること⇒威力業務妨害 

上記のことが起こると           学校社会をめぐっても色々とネット 

    損害賠償請求や法律で罰せられる。 絡みの事件が発生しているので調べよう！ 

＊ｐ５９のネットワーク上行ってはならない行為を下記に整理して、今後ネットワークで注意しよう！ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

 

③個人情報の保護 

  情報社会の進展により、さまざまな情報がディジタル化されている。 

企業などではこれらの情報を大量に蓄積し、有効に活用する。⇐ビッグデータについて調べてよう 

事務処理の効率化⇐AI 時代の到来    販売促進活動⇐ディジタルマーケティング 

個人情報について公開されたりしない権利⇐（             ）の権利  カタカナで６文字 

個人情報の公開 

Web 上サイトや掲示板プロフィールを掲載するサイトで不注意に個人情報を公開してはいないか。 

その個人情報を収集されたり、それにより犯罪に巻き込まれたりする。⇒無料会員登録・懸賞応募 



以下の法律と権利は我々の生活に大きく関わってきます。しっかりとポイントを押さえよう！ 

個人情報保護法     

個人情報の保護に関する法律の歴史   （歴史といってもごく最近のこと） 

行政機関の保有する電子計算機処理に係る個人情報の保護に関する法律（1989 年） 

 

電気通信事業における個人情報に関するガイドライン（1991 年） 

 

個人情報の保護に関する法律（2003 年制定・2005 年施行・2015 年改正・2017 年全面施行） 

  

このように法律ができても、個人情報の流失が絶えない…… USB メモり紛失・漏洩など 

 

ｐ６１の個人情報の流出の主な原因とその対策についてしっかりと理解し自分の仕事に活用！ 

 

個人情報とは、特定の個人を識別できる情報を指す。 

 

 

 

 

 

 

つぎの２つ権利について調べた事を下記に記述してください。 

肖像権 

 

 

 

 

 

 

 

知的財産権 

 

 

 

 

 


